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アメリカ合衆国から

アメリカ下院の「慰安婦」決議（H．RES．121）を推進するため、200以

上の市民団体からなる「121連合」を結成、全米コーディネーターに。

その傘下に、在米韓国・フィリピン系の市民団体、学生組織、教会など

が加わり、全米に張り巡らされたネットワークを通して、各下院議員の地

元選挙区を歩いて説得活動を繰り広げた。その結果、本会議での採

択前に、決議案への共同提案者は下院議員167人（全体435人）に

達した。ドキュメンタリー番組の映画制作者として、動画サイトなどの新

しいメディアを草の根市民運動に活用する草分けとなった活動家でも

ある。

ヨーロッパから

アムネスティ・インターナショナル国際事務局の東アジア担当。

担当地域は韓国、北朝鮮、モンゴルおよび日本。欧州（EU）議会によ

る「慰安婦」決議の背景となった「日本軍性奴隷制による生存者の正

義を実現するキャンペーン」の責任者。アムネスティに入る前は、世界

銀行のコンサルタントとして、韓国知識協力プログラムに取り組み、貧困

削減と経済開発における財政の役割に関し、情報配布と知識共有を

促進。オーストラリアのグリフィス大学卒業。韓国の中央大学で国際関

係の修士号、ア

それぞれ取得。

フイリピ

1926年、フィリピン・ルソン島のアニブ村で生まれた。15人兄弟の長子で長女。

42年、16歳の時に両親が留守の問にやって来た日本兵に顔をナイフで刺さ

強姦された。その後、村人は日本兵に退去を命じられ、一家は1944年ま

オで暮らす。アニブ村に戻ってから1カ月後に他の村の数人の女性と共

に日本兵に連行され、2ケ月間毎晩のように複数の日本兵に強姦される生活を送

る。アメリカ兵の侵攻で日本部隊が逃げた後に解放された。1992年、「慰安婦」

だったことを告白したロサさんを報道で知り、事実を明らかにしようと決心して名

乗り出た。

アメリカ合衆国から

交渉中

米下院で「慰安婦」問題の「公聴会」を開き、決議を推進した外交

委員会アジア太平洋環境小委員会の委員長。一九八九年からアメリ

カ領サモア代表として下院議員。

彼はインタビューに答え、「河野談話に敬意を払いますが、これが公

式な謝罪とは考えません。国会が決議を上げ、首相がそれを政府の立

場として表明する、それが謝罪です。米議会も第二次世界大戦中の日

系人の強制収容について、議会の決議を上げ、大統領が署名し、日系

人に謝罪しました。公聴会で証言した女性たちは、そうした公式謝罪

によって尊厳を取り戻せるのです。それが歴史の責任を日本が受け入

れるということです」と発言している。
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ヨーロッパから

交渉中

緑の党所属。欧州議会での慰安婦問題に関する決議採択で、中心

となった人物。アムネスティ一・インターナショナルがオーガナイズした運

動で、元慰安婦たちの話を聞き、それに心を動かされたのがきっかけと

も。決議が実現したとき彼女は、「ヨーロッパは、日本が第二次世界大戦

における性的な奴隷制度への責任を引き受けるよう呼びかけます。

『慰安婦』たちは62年にわたって正義を待ちつづけています。多くが孤

立し、恥と極端な貧困、病気によって人生を損なわれつづけています。

長い年月を経て正義が実現できれば、現在各地で起こっている紛争

時の暴力と性的虐待を解決するものになるでしょう」と表明。


